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２．発表のポイント： 
◆所属病院外において新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の救援活動を行った医療従事

者において、身体的および精神的疲労と周トラウマ期の精神的苦痛（注１）とが、心的外傷後

ストレス障害（PTSD）（注２）症状と関連することが認められました。 
◆COVID-19 等の新興感染症の救援活動を行う医療従事者において、メンタルヘルスの問題

を防止するには救援活動中においてもセルフケアのための十分な時間を確保できることが重要

であることが示唆されました。 
◆本研究成果は、救援活動後に PTSD 症状が強く現れる危険性が高い救援者の早期発見や、

救援活動後の PTSD 予防策の構築に寄与することが期待されます。 

 
３．発表概要： 
これまでの研究から病院内における COVID-19 等の新興感染症に対応した医療従事者のメ

ンタルヘルスの問題が報告されていますが、所属病院外において COVID-19 等の新興感染症

に対応した医療従事者のメンタルヘルスの状態やメンタルヘルスの悪化の関連要因は明らかに

されていませんでした。 
東京大学大学院医学系研究科精神保健学・看護学分野の浅岡紘季大学院生（修士課程 2

年）、西大輔准教授らは、DMAT （注３）事務局および DPAT（注４）事務局と共同で、

2019 年 2 月から 3 月にかけて所属病院外で COVID-19 の救援活動を行った災害派遣医療チー

ム（DMAT）および災害派遣精神医療チーム（DPAT）に所属する医療従事者を対象とした調

査を行いました。調査は救援活動後の 3 月 11 日から 4 月 2 日に実施され、年齢や性別に加え

て、身体的・精神的疲労などの新興感染症に対応する際のストレス、周トラウマ期の精神的苦

痛、派遣活動中の COVID-19 患者との接触など先行研究から PTSD 症状と関連があると考え

られている要因についてアンケート調査を行いました。その結果、病院外にて COVID-19 の

救援活動を行った医療従事者において身体的および精神的疲労と周トラウマ期の精神的苦痛と

が PTSD 症状と関連することが示されました。加えて、DMAT 隊員は DPAT 隊員と比較して

PTSD 症状との強い関連が認められました。 



本研究は、所属病院外において COVID-19 等の新興感染症の救援活動を行った医療従事者

のメンタルヘルスの状態と悪化の関連要因を世界で初めて調査した研究です。本研究成果は、

新興感染症の救援活動後に PTSD 症状が強く現れる危険性が高い救援者の早期発見や、救援

活動後の PTSD 予防策の構築に寄与することが期待されます。なお、本成果は「Psychiatry 
and Clinical Neurosciences」（オンライン版：2020 年 7 月 21 日）に掲載されました。 
 
４．発表内容： 
【研究の背景・先行研究における問題点】 
世界中で COVID-19 の感染が拡大しており、日本においても COVID-19 の感染拡大は重要

な公衆衛生の問題となっています。2019 年 2 月から 3 月にかけて DMAT および DPAT に所

属するわが国の医療従事者は、病院外の派遣救援活動としてクルーズ船や帰国者滞在施設等に

おいて COVID-19 を罹患している可能性のある人の治療や検疫を実施しました。これまでの

先行研究から病院内における COVID-19 等の新興感染症に対応した医療従事者において

PTSD 症状などのメンタルヘルスの問題が報告されていますが、所属病院外において

COVID-19 等の新興感染症に対応した医療従事者のメンタルヘルスの状態やメンタルヘルス

の悪化の関連要因は明らかにされていませんでした。 
 
【研究内容】 
東京大学大学院医学系研究科精神保健学・看護学分野の浅岡紘季大学院生、西大輔准教授ら

は DMAT 事務局および DPAT 事務局と共同で、2019 年 2 月から 3 月にかけて所属病院外に

て COVID-19 の救援活動を行った DMAT および DPAT に所属する医療従事者を対象とした

調査を行いました。調査は救援活動後の 3 月 11 日から 4 月 2 日に実施され、PTSD 症状と関

連があると考えられる要因についてアンケート調査を行いました。PTSD 症状の関連要因に

ついて統計学的な手法によって検討しました。 
所属病院外にて COVID-19 の救援活動を行った DMAT および DPAT 隊員 807 名のうち

414 名から回答が得られ、全ての質問に回答した 331 名を解析対象者（男性 74.6%、平均年

齢 43.0 歳、医師 31.1%、看護師 30.5%、業務調整員 38.4%）としました。救援活動中に

COVID-19 患者と接触した参加者は 105 名（31.7%）でした。病院外にて COVID-19 の救援

活動を行った医療従事者において身体的および精神的疲労と周トラウマ期の精神的苦痛とが

PTSD 症状と関連することが示されました。加えて、DMAT 隊員は DPAT 隊員と比較して

PTSD 症状との強い関連が認められました。DMAT 隊員と DPAT 隊員の救援活動中の業務内

容を考慮すると、救援活動中に感染症を罹患している可能性のある人と身体的な接触をするこ

とは PTSD 症状と関連する可能性が示唆されました。本研究結果から、COVID-19 等の新興

感染症の救援活動を行う医療従事者においてメンタルヘルスの問題を防止するには救援活動中

においてもセルフケアのための十分な時間を確保できることが重要であることが示唆されまし

た。 
 
【社会的意義・今後の予定】 
本研究成果は、新興感染症の救援活動後に PTSD 症状が強く現れる危険性が高い救援者の

早期発見や、救援活動後の PTSD 予防策の構築に寄与することが期待されます。今後は、前

向きコホート研究等を進めていき、COVID-19 の対応を行った医療従事者のメンタルヘルス

の状態やメンタルヘルスの関連要因について長期的な調査をしていく予定です。 
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７．用語解説：  
（注１）周トラウマ期の精神的苦痛 
 心的外傷体験の最中とその直後の時期の、恐怖や無力感などの精神的苦痛。 
 
（注２）心的外傷後ストレス障害（PTSD） 
恐ろしい体験や圧倒的な体験から精神的に外傷を受け、それによって強い感情的反応が症状

として現れ、長期的に持続する障害。戦争、災害、事故、強盗、幼児期の虐待などがトラウマ

的体験として挙げられる。PTSD では、その種の出来事に対して、恐怖、無力感、戦慄など

の強い感情的反応を伴い、長い年月を経た後にもこのようなストレスに対応するような特徴的

な症状が見られる。恐怖体験に類似する、もしくは連想させるようなものや人に対しても強い

拒否を示し、社会生活に支障が出る。 
 
（注３）災害派遣医療チーム（Disaster Medical Assistance Team: DMAT） 
 DMAT とは「災害急性期に活動できる機動性を持ったトレーニングを受けた医療チーム」

と定義されており、Disaster Medical Assistance Team の頭文字を取って DMAT と呼ばれて

いる。専門的な訓練を受けた医師、看護師、業務調整員（医師・看護師以外の医療職および事

務職員）で構成され、大規模災害や多傷病者が発生した事故などの現場の急性期（おおむね４

８時間以内）に活動できる機動性を持つ。 
 
（注４）災害派遣精神医療チーム（Disaster Psychiatric Assistance Team： DPAT） 
 DPAT とは自然災害や航空機・列車事故、犯罪事件などの集団災害の後、被災地域に入

り、精神科医療および精神保健活動の支援を行う専門的な研修・訓練を受けたチームである。

Disaster Psychiatric Assistance Team の頭文字を取って DPAT と呼ばれている。医師、看

護師、業務調整員（医師・看護師以外の医療職および事務職員）で構成される。 
 


